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　保育者の質の維持・向上という課
題に効果的にアプローチするには園
内研修の実施が欠かせません。その
方法についてお話しする前に、まず
は保育者の質について改めて考えて
みましょう。
　幼保を問わず、保育は高い専門性

が求められる専門職です。これは改
定保育所保育指針の中に、保育者は
「専門性の向上に努めなければなら
ない」と記されたことにも示されて
います。
　専門性を高めるとは、具体的には
どのようなことを指すのでしょう

か。まず、保育が専門職である以
上、基本的な知識・技能を備えてい
るだけでは不十分と言わざるを得ま
せん。知識・技能はあくまでもベー
スにすぎず、職業的倫理観の上に立
ち、一人ひとりの子どもの実態や環
境に合わせて、複雑な状況への即興
的判断にもとづいて、そのときどき
に適した保育を提供する必要があり
ます。それこそが専門性の高い保育、
つまりは質の高い保育と言えます。

振り返り、課題を見つけ、
改善を図るサイクルを
ベネッセ次世代育成研究所の調査では、
幼保・公私ともに、園が直面する最大の課題は、
「教員（保育士等）の質の維持・向上」でした。（３ページ表１）
この課題を解決するための鍵を握るのが園内研修です。
保育の質の向上を研究テーマのひとつとする
東京大学の秋田喜代美教授に、これからの幼児教育に
求められる研修についてお話しをうかがいました。
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『今に生きる保育者論』（共著、みらい）など。
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「すぐに、手軽に、効果的に」取り組める実践のポイント

保育者の専門性をみがくとともに
園内に一体感を生み出す効果
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今回「園内研修」をテーマに取材を行っ
て感じたことは、保育には「こうすればい

い」という答えがないということでした。だからこそ、保育者が
各々の考え方や見方を共有し、保育を振り返り続けることが大
切なのでしょう。園内研修の手法は多くありますが、保育者同
士が気軽に相談し合えるような雰囲気をつくることが、何より
の学び合いの機会となるのかもしれません。（杉田）
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◎２００８年３月に告示された幼稚園教育
要領改訂のポイントを解説。また、幼稚園
における子育て支援の実態について、ベ
ネッセ次世代育成研究所が行った調査
の結果や現場の実践例を紹介しています。
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幼稚園教育要領改訂の
ポイント

Ａ４判　２４ページ

◎幼稚園教育要領の改訂を受け、現場
ではどのようなことに留意して保育を展開
していくとよいでしょうか。「規範意識」「協
同して遊ぶ」という改訂のキーワードを解
説する実践紹介も掲載しています。

特集

幼稚園教育要領改訂を
日々の保育にどう生かす？
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◎改訂幼稚園教育要領でも強調された
「幼小連携」について、調査より明らかに
なった現状や実践例を紹介しています。
座談会では小学校が幼稚園に期待する
ことを取り上げました。
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幼小連携の充実に向けて
現場が取り組むべきこと
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◎今後の動きが注目される幼保一体化
について、その課題や展望を汐見稔幸先
生と無藤隆先生の巻頭対談でとりあげま
す。また、幼保公私さまざまな立場のかた
からの寄稿から新しい幼児教育を考えて
います。
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◎０歳から就学前までの子
どもの成長発達と保育者の
かかわりや、幼児の言動の
意味と援助のポイントをまと
めました。
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ました。
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◎全国の幼稚園・保育所を
対象に共通の設計に基づ
き、幼児教育・保育の実情
と課題を明らかにした調査
の報告書。
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　少子高齢化､核家族化のさらなる進行､女性の社会進出、経済のグローバル化､ ITによる情
報化など、社会環境の変化が加速し、家族のあり方や親子関係を含めた子どもの成育環境に
大きな変化が起こっています。
　ベネッセ次世代育成研究所は、子育て世代の生活視点を大切にしながら､妊娠・出産､子育
て、保育・幼児教育､子育て世代のワークライフバランスを研究領域として、家族と子どもが｢よく
生きる｣ための学術的な調査研究と体系的な理念の構築を行います。
　また､その調査研究成果を子育て世代を支える産科･小児科などの医療機関､保育・幼児教
育の専門家の方々に発信し、よりよい子育て環境をつくる一助となることを目指します。
　さらには､調査研究ネットワークを海外へも広げ、複眼的､学際的視点から日本の次世代育成
を考えていきます。
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事例1　ビデオカンファレンス　◎　東京都　新宿区立戸塚第二幼稚園

事例2　複数園による合同研究保育　◎　岡山県赤磐市　あすなろ保育園

事例3　全員参加による教育課程の編成　◎　静岡県静岡市　静岡豊田幼稚園

事例4　ロールプレイ　◎　東京都品川区　二葉すこやか園

B.C 0801129 これからの幼児教育を考える 色校／金子 D    BK H21
8/11

表紙
ウラ



32009

に飾られている花をテーブルに移動
し、子どもたちがきれいな花を囲ん
で食事を楽しむ場面があるとしま
す。中には、花の位置を気にしたこ
とのなかった保育者もいるでしょ
う。それが、保育担当者から「子ど
もたちに花と出合ってもらいたいと
考えた」といった意図を説明される
と、その後はきっと意識するに違い
ありません。
　もっと手軽な研修を、という園に
は、デジタルカメラを用いる手法も
あります。ふだんから、皆がデジタ
ルカメラを手元に置き、子どものす

てきだなと思う表情を写しておくの
です。写真を持ち寄って話し合うの
もよいですし、少し時間をかけられ
るのなら、写真で 4コマ漫画をつく
り、ストーリーを発表し合うのもお
もしろいかもしれません。
　写真の内容から、それぞれの保育
者の視点がわかるのも興味深いとこ
ろです。私のかかわっている園では、
同じ活動に対する表情が一人ひとり
異なるのを表現したかたもいれば、
もう少し長期的に子どもの成長がわ
かるような記録をしたかたもおられ
ました。

　特別に支援を必要とする子どもへ
の対応についても、研修が大きな役

割を果たします。特別支援では、保
育者によって対応の仕方が異な

るのを避ける必要がありますから、
園内研修を通して基本的な知識を共
有する必要があります。研修には、
外部機関から専門家を講師に招い
て、考え方を共有・理解することが
望ましいでしょう。
　さらに、一般論にとどまらず、事
例をもとに、支援の内容や保護者と
の連携など、具体的な対応の仕方を
確認していきます。ひとつの園では
事例が限られる場合があるので、可
能であれば、他園と合同で研修を実
施するのもよいでしょう。その際に
はぜひ、「特別に支援を要する子ど
もは何かが不足しているから指導技
術で補う」のではなく、「その子の
立場に立ってユニークさを発見して
保育に生かす」という視点で話し
合っていただきたいと思います。そ
のような前向きな話し合いは、園全
体の保育を見つめ直すきっかけにも

幼稚園（国公立） 幼稚園（私立） 保育所（公営） 保育所（私営）

保育実践上、運営上の課題表1

※「とてもあてはまる」の割合。幼稚園と保育所の調査で重なる項目の中で、それぞれ数値の高い上位３項目を掲載。
※第1回幼児教育・保育についての基本調査（調査概要は19ページ）より
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位

39.9%

幼稚園教育の重要性の周知

36.2%

教員の確保

33.9%

教員の質の維持、向上

36.9%

新たな園児の獲得

36.6%

保育士等の質の維持、向上

44.2%

保育士等の確保

42.4%

施設・設備の充実

42.3%

保育士等の質の維持、向上

51.7%

予算（補助金、保育料など）の確保

44.6%

保育内容・方法の充実

40.0%

予算（補助金、保育料など）の確保

35.9%

教員の質の維持、向上

振り返り、課題を見つけ、改善を図るサイクルを特集
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特別支援に関する研修は
他園との合同開催が効果的

↑

↑
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これは、同じく専門職である医師が
医療の知識・技能を駆使し、一人ひ
とりの患者の症状に合わせて多様な
治療を施すことに似ています。
　とはいえ、養成校ではまずは知
識・技能の習得に重点がおかれます
から、経験の浅い保育者は、そのよ
うな判断の専門性を備えているとは
限りません。例えば養成校では、「一
人ひとりの子どもの思いを大事にす
ることが必要である」と教わります。
それ自体は正しいのですが、ベテラ
ン保育者は、時期や状況によっては
対応を変える必要があることを知っ
ているでしょう。
　ある若い保育者から、「活動中、
子どもたちにあちこちから声をかけ
られて、どう対応していいのかわか
らない」と相談されたことがありま

した。その先生は養成校で学んだ
ことに忠実に従い、一人ひとりに
向き合うために走り回っておられ
ました。こうした場面では、全

　研修は、決して大がかりである必
要はありません。計画に時間をかけ
過ぎず、「まずは、やってみよう」と、
気負わずに始めてみるとよいでしょ
う。そして参加者がアイディアを出
し合い、次第に研修のかたちを整え
ていくとよいと思います。
　手法としては互いの保育を参観し
て話し合うのが一般的ですが、皆の
時間を調整するのが難しいという園

も多いでしょう。その場合は、保育
の場面を短時間撮影したビデオを
使った研修がおすすめです。
　皆でビデオを見ながら、保育担当
者が意図を説明し、参加者がよかっ
た点や気になった点を提示し合いま
す。この手法は、特に経験の浅い保
育者にとっては学ぶことが多いで
しょう。
　例えば、昼食の時間、部屋のすみ

員に個別に対応するよりも、全体
を見ながら、子ども同士をつない
でいくことで個を生かす保育が考
えられるでしょう。
　この先生はとても良心的に子ど
もにかかわろうとしておられまし
たが、状況に応じて柔軟に対応す
る即興的判断力が発揮されていま
せんでした。しかし、ほかの先生
からアドバイスを受ければ、考え
方を徐々に、より豊かにすること
ができるでしょう。そのような学
びの場として機能していくことが、
園内研修の最大の意義です。
　特に園内研修は、それぞれの園
が抱える課題をテーマにできるの
が、園外研修にはない大きなメリッ
トです。さらに、保育者の間で意
識の共有が進み、皆がひとつの方
向を向いて、園内に一体感が生ま
れるのも素晴らしい効果と言える
でしょう。

振り返り、課題を見つけ、改善を図るサイクルを特集
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ビデオやデジタルカメラを活用して
時間や労力の負担が少ない研修

↑
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があれば、よい点を指摘し合う中で、
「いつも、こうではないのよ」「じつ
はこういうことに困っている」と、
自然に課題が出てくるものです。さ
らに、プラス面を中心に話し合って
いると、「ほかの子にも、こういう
表情をさせたいね」などと、次第に
園としての方向性も明確になってい

くでしょう。
　むろん、中には具体的に指導する
必要のある保育者もいるはずです。
その場合は、園長や主任などの指導
的な立場のかたが、パーソナルな関
係の中で助言するとよいと思いま
す。

　研修の効果は、園長のリーダー
シップにも大きく左右されます。
ヨーロッパでは園組織の質向上や
リーダーシップに関する研究が盛ん
ですが（表２参照）、日本ではあま
り検討されていないのが現状です。
　リーダーは、明確な哲学をもつこ
とが何より重要です。といっても難
しいものではなく、ここでは園とし
ての方向性や保育のビジョンなどを
イメージしてください。これは「仲
良く、楽しく、のびのびと」といっ

た漠然としたものではなく、子ども
の姿をはじめとした具体的な事例を
通して、目に見えるかたちで語られ
なくてはなりません。この哲学を園
内に浸透させることにより、研修の
目的意識もいっそう高まるでしょ
う。もちろん、園長には経営者的な
視点も大切ですが、それ以上に、誰
よりも子どもの実態を把握し、全体
的な視点から保育の舵取りをする能
力が求められるのです。
　園長がすべてのリーダーシップを

掌握するのではなく、効果的に分散
させることも大切です。分掌が増え
すぎるのは問題ですが、ある程度、
責任を分散させることにより、担当
者の意識が高まる効果も期待できる
でしょう。
　子どもの笑顔は、保育者の笑顔が
あってこそ、引き出せるものです。
皆が自分の課題を発見するきっかけ
になると同時に、「明日から、もっ
と頑張ってみよう」と、保育者を元
気づけることのできる研修を目指し
ていただきたいと思います。

振り返り、課題を見つけ、改善を図るサイクルを特集
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高い質の園10の特徴表2

出典◎英国（Blatchford & Manni, 2007）

園全体としてのビジョンが明確に表現できている

職員間で理解、意味、目標（課題）を共有できている

職員間の効果的なコミュニケーションの工夫ができている

保育者の省察を推奨している

実践をモニタリングし評価し合える

専門的な資質向上に関与できる

リーダーシップが分かちもたれている

学び合う風土や文化ができている

親や地域とのパートナーシップがとれている

リードと調和のバランスがとれている

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

園長が「哲学」をもつことで
研修の目的意識が明確に

↑

◎幼児教育の要は、遊びだと

考えています。子どもが豊か

な遊びとともに生活できるよ

うに、十分に配慮しているか。

子どもと一緒に遊んで、遊び

を指導しているつもりになっ

ているだけで、実は子どもは

心の底から遊んでいないので

はないか。そのような自問を

大切にしながら、自身の専門

性に誇りをもち、子どもの素

敵な笑顔を引き出していただ

きたいと願っています。

のみなさんへ現場
かなめ
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なるはずです。
　研修とは少し違いますが、実践を
通して保育の質を高める方法もあり
ます。保育者には、子どもの注意を
ひきつけるのが得意なかた、子ども
に近い気持ちになって一緒に遊ぶの
がじょうずなかたなど、さまざまな
個性があります。園長や主任が一人
ひとりの長所を把握し、「あの先生
のここを学ばせてもらいたいね」と
皆に伝えておけば、ふだんから意識
して互いの保育を見合うようになる
でしょう。一人ひとりの長所を皆で
学び合えば、園全体の保育の質は格
段に向上します。
　日ごろからみなさんが保育日誌を

丁寧に書いていれば、研修はいっそ
う効果的なものになります。多忙ゆ
えに実行できていない園も多いよう
ですが、先ほど述べたデジタルカメ
ラによる記録もひとつの手法ですし、
ちょっとしたメモでも、記録するの
としないのとでは大違いです。私の
知るある保育者は、通勤の電車内で、
気になった子どもの様子などを手帳
に書いています。詳しい実践記録と
は言えませんが、課題の発見などに
大きな効果があるということです。
厳しい言い方ですが、忙しいのは誰
でも同じです。このかたのように、
自分なりの工夫ができる人こそ、伸
びていく保育者だと私は思います。 

　研修では、それぞれの保育者が自
分の保育を振り返る必要がありま
す。これが適切に行われなければ、
よい点や工夫したい点が明確になら
ず、取り組みたい課題も見えてきま
せん。
　振り返りでは、視点を絞ることが
とても大切です。とくに経験年数の
少ない保育者は、視点が定まりにく
いことが多いですから、この点は園
長や主任がしっかりと指導しなくて
はなりません。
　最低限必要な振り返りの視点とし
て、まずは環境設定に目を向けると
いいでしょう。活動に用いた施設や
設備、遊びの素材、さらに保育者の

居方や声かけなど、広い意味で子ど
もが受けた刺激が適切であったかを
検討してください。さらに、子ども
の言動に対して、保育者がどの程度
の敏感さで、どのように応答したか
という視点も大切です。そして、子
どもが主体性を発揮する余地を十分
に与えたかどうかも忘れずに振り返
りましょう。
　振り返りの際は、マイナス面ばか
りを探さないように気をつけてくだ
さい。日本は反省の文化が強いた
め、この傾向がありますが、それで
は保育者がつらい気持ちになるだけ
です。園内の雰囲気をよくするため
にも、研修を長続きさせるため

にも、まずはよい点から話し始めま
しょう。
　特に、中堅やベテランは、若手に
比べて自己評価が辛口になりがちで
す。きっと、自分なりの課題が明確
に見えているからでしょう。それは
それで立派なことだと思いますし、
逆に若手が保育を楽しみ、ある程度
の満足感とともに振り返るのも悪い
ことではありません。大切なのは、
どちらが正しいというとらえ方をせ
ず、互いがどのような視点で自分の
保育を振り返っているのかを理解し
合うことではないでしょうか。若い
保育者に対して、「もっと厳しく振
り返りなさい」と指導するよりも、
ベテランの自己評価を見せることに
より、「そういう視点も大切だな」と、
自ら気づかせる方が深い学びになる
ケースが多いと思います。
　互いの保育への感想や意見を述べ
合う際にも、同様の意識が大切です。
「あのとき、こんな声かけをしてい
れば――」などと、至らぬ点ばかり
が議題に上れば、指摘された側は壁
をつくり、自己弁護に終始してしま
うかもしれません。まずは、「○○
ちゃんの表情がよかったね」などと、
よかった点を見つけましょう。その
際には、保育者の人柄ではなく、子
どもの姿や活動内容に結びつけて評
価すると話し合いが深まりやすいで
す。
　若い保育者には若いなりの、ベテ
ランにはベテランなりのよさがある
ものです。ふだんから、お互いに認
め合っているという安心感や信頼感

振り返り、課題を見つけ、改善を図るサイクルを特集
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適切な「振り返り」により
研修の効果が格段に向上
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